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し
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評
価
す
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

こ
の
人
権
を

守
る
第
二
十

昭和27年12月22日第3種郵便物認可・毎月 1日・ 16日発行・定価1音113円

感謝の気持とおもいやりを・・・・

甘露国 (私立)は、市の中心部中央 5丁目にあり、大正15年に開園した歴史あ

る保育園です。

現在、 三歳未満児保育と午後 6時までの長時間保育を実地、 三歳未満児は、体

力づ くりのため、近くの遊園地、神社、寺院なととへ散歩している毎日です。 また

毎朝仏さまに礼拝し、感謝の気持とおもいやりの心をつちかっています。

(甘露園園長)
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待
望
の
通
園
パ
ス
を
配
車

送
迎
の
悩
み
消
え
る

〈
重
度
身
体
障
害
児
施
設

えつr56号『

延
長
三
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
散
策
道
な
ど
の

建
設
も
予
定
さ
れ
、
家
族
づ
れ
な
ど
多

く
の
市
民
が
匂
然
の
中
で
の
び
の
び
と

「
し
い
の
み
園
」
〉

用
で
き
る
み
ん
な
の
い
こ
い
の
場
に
と

五
十
六
年
度
完
成
を
目
指
し
て
建
設
が

き
な
い
で
、
家
に
と
じ
こ
も
り
き
り
だ

っ
た
四
人
の
児
童
が
通
園
で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
の
を
は
じ
め
、
タ
ク
シ
ー
や

自
家
用
車
で
送
り
迎
え
し
て
い
た
人
、

児
童
を
背
負
っ
て
通
っ
て
い
た
人
な
ど

も
、
付
き
添
い
の
手
聞
が
は
ぷ
け
る
う

え
、
タ
ク
シ
ー
の
値
上
か
り
な
ど
に
よ

る
経
費
負
担
増
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

し
い
の
み
固
め
対
象
児
童
は
、
二
十

来シーズンの

オーブンロナ旨し

プ→ルの建設進む

塩
田
地
区
下
之
郷
地
籍
の
約
十
九
・

九
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
山
林
の
中
に

総
事
業
費
約
十
三
億
円
を
見
込
み、

五

十
六
年
度
完
成
を
目
指
し
建
設
を
進
め

て
い
る
、
市
民
待
望
の
「
上
田
市
自
然

運
動
公
園
」
は
、
第
一
期
工
事
の
四
つ

名
で
こ
の
う
ち
、
小

・
中
学
校
へ
通

学
し
て
い
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
訓

練
に
通

っ
て
く
る
児
童
五
人
を
除
く
、

十
五
名
が
毎
日
通
園
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ま
っ
た
く
通
園
で

き
な
い
四
人
を
含
め
て
、
親
の
都
合
で

や
む
な
く
欠
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

児
童
も
多
く
、
保
母
さ
ん
の
大
き
な
悩

み
で
し
た
が
、
十
一
月
二
十
四
日
か
ら

の
プ
ー
ル
建
設
が
着
々
と
進
み
、
そ
の

姿
を
徐
々
に
現
わ
し
て
い
ま
す
。

高
さ
約
六
メ

ー
ト
ル

の
ム口
の
上
か
ら

約
三
十
メ
ー
ト
ル
を
一
気
に
滑
り
降
り

る
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
|
ル

は、

既
に
そ
の

全
容
を
現
わ
し
、
現
在
、
ム
口

の
塗
装
な

共
同
事
業
資
金
を
新
設

は
そ
の
悩
み
も
な
く
な
り
、
全
日
通
閣

で
き
る
た
め
、
友
達
と
一
緒
に
遊
ん
だ

り
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
訓
練
も
休

ま
ず
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

送
迎
す
る
コ
ー
ス
は
、
対
象
児
童
が

市
内
各
地
に
分
散
し
て
い
る
た
め
、
し

ば
ら
く
の
問
、
い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ス
を

試
験
運
行
し
た
う
え
で
、
定
期
コ

l
ス

を
決
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

品商品蕗箆議謀議論E
徐々に姿を現わしつつある 自然運動公園建設現場

ど
が
急
ピ

ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
周
約
二
百
三
十
メ
ー
ト
ル
、

幅
約
八
メ
ー
ト
ル
の
流
水
プ

l
ル
は
、

床
部
分
の
工
事
が
終
り
、
壁
体
部
の
溶

接
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ち
び

っ
子
が
楽
し
む
徒
歩
プ
ー
ル
は

す
で
に
工
事
も
終
り
に
近
ず
き
、
き
れ

い
に
塗
装
さ
れ
、
工
事
中
の
他
の
箇
所

と
比
べ
ひ
と
き
わ
目
だ

っ
て
い
ま
す
。

幼
児
用
プ
ー
ル
の
工
事
も
進
行
、
完
成

に
向
っ
て
建
設
の
槌
(
っ
ち
)
音
が
周

固
め
山
々
に
こ
だ
ま
し
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ー
ル
ゾ

l
ン
は
、
来
シ
ー
ズ

ン
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
る
た
め

約
七
千
万
円
を
費
し
て
建
設
す
る
管
理

棟
も
十
一
月
に
発
注
、
年
度
内

の
完
成

を
目
指
す
な
ど
、
管
理
陳
建
設
資
を
含

め
て
、
約
二
億
四
千
万
円
を
か
け
繋
備

を
急
い
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
観
客
席
を
設
け
た
公
認
五

十
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ

ー
ト
三
階
建
て
の
体
育
館
、
野
球
や
サ

y

カ
ー
な
ど
が
楽
し
め
る
通
動
広
場
、

体
力

つ
く
リ
に
利
用

て
き
る
冒
険
の
み

…
重
度
身
体
障
害
児
の
施
設
「
し
い
の
み
園
」
に
、
通
園
周
マ
イ
ク
ロ
パ
…

一
ス
ガ
配
車
さ
れ
、
+
一
月
二
十
四
日
か
ら
送
迎
を
行
っ
て
い
ま
す
。

…

叩
こ
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
よ
り
、
今
ま
で
、
通
園
距
離
が
遠
く
通
園
費
用
目

…
が
か
か
り
過
ぎ
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
通
園
で
き
な
い
で
い
た
対
一

一
象
冗
も
通
え
る
よ
う
に
な
り
「
通
園
時
に
付
き
添
わ
な
く
て
も
安
心
し
て
一

…
送
り
だ
せ
る
」
「
通
園
に
タ
ク
シ
ー
な
ど
使
い
、
経
済
的
に
も
大
変
だ
っ
…

山
た
が
、
こ
れ
で
そ
の
心
配
も
な
く
な
っ
た
」
な
ど
家
族
の
皆
さ
ん
に
よ
ろ

m

m

こ
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
供
を
預
か
る
保
母
さ
ん
も
「
今
ま
で
、
付
き

m

叫
き
添
い
の
方
の
都
合
に
よ
り
欠
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
児
童
も
出
町

一
席
で
き
る
。!
と
に
か
く
父
母
の
皆
さ
ん
と
も
ど
も
大
変
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
…

叫
す
」
と
送
迎
時
の
心
配
や
不
安
が
消
え
た
よ
ろ
こ
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

m

…
た
。

…

こ
の
マ
イ
ク
ロ
ハ
ス
は
、
対
象
児
の

父
母
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、

市
が
十
人
乗
り
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
重

度
身
体
障
害
者
用
に
改
良
し
て
、
百
四

十
四
万
円
で
購
入
し
ま
し
た
。

定
員
十
名
で
、
体
の
不
自
由
な
児
童

が
楽
に
乗
り
降
り
で
き
る
よ
う
入
口
を

広
く
と
り
、
座
席
は
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ

と
し
、
体
の
自
由
が
き
か
な
い
児
童
が

ズ
リ
落
ち
る
危
険
を
防
ぐ
た
め
、
特
別

な
固
定
用
ベ
ル
ト
を
付
け
る
な
ど
、
児

童
の
安
全
と
乗
り
ご
こ
ち
が
良
い
よ
う

設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
通
園
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
に
よ
り
、

今
ま
で
、
通
園
距
離
が
遠
す
ぎ
た
り
、

付
き
添
い
の
人
が
い
な
い
た
め
通
園
で
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短
長
三
キ
ロ
に
お
よ
よ
散
策
道
な
ど
の

後
一設
も

F
定
さ
れ
、
家
族
づ
れ
な
ど
多

く
の
市
民
か
自
然
の
中
て

の
び
の
び
と

気
軽
に
遊
ん
だ
り
、
体
力
づ
く
り
に
利

だ一一併説易223) 第 756号、

今
ま
で
、
通
園
距
離
が
遠
す
ぎ
た
り

付
き
添
い
の
人
が
い
な
い
た
め
通
園
で

用
で
き
る
み
ん
な
の
い
こ
い
の
場
に
と

五
十
六
年
度
完
成
を
目
指
し
て
建
設
が

進
ん
で
い
ま
す
。

完成間近なスライ ダープール

早
期
完
成
、
自
然
運
動
公
園
の
事
業
一

一

凡
又

推
進
、
半
過
橋
、

小
牧
橋
の
笑
現
を
一

報

…

后

図

る

た

め

都

市

計

画

課

用

地
開
ん

1
5

発
課
を
一
部
改
革
し
士
一
月
一
日
、
一

広

一

J
h

-

一

千
住

「
国
道
バ
イ
パ
ス
謀
」
を
新
設
し
ま
一

一

…

田
木

し
た
。

一

一

…

=
i

国
道
バ
イ
パ
ス
謀
は
、
国
道
バ
イ
…

一

一

ヌ

パ
ス
の
用
地
交
渉
、
園
、
県
へ
の
要
一

』

一

。ハベ

請
な
ど
国
道
バ
イ
パ
ス
の
業
苧
乞
重
二

:‘

，
 

〆
l

任
し
、
国
道
ハ
イ
パ
ス
の
早
期
実
現
一

月

《

，

を
図
り
ま
す
。

ロ
…
。
、

年

一

ノ

〈
新
機
構
〉

qゐ

f

ι
ヨ4
4
-

目

…

官
疋

マ

都

市

計

画

謀

一

ZT

、

:

崎

一

亘
一

都
市
地
設
係
、
調
査
計
画
係
。

…

一

一

1
L

マ

国

道

バ

イ

パ

ス

課

一

一

一

庶

務

用

地

係

、

事

業

係

。

…

ト

~

国

道

上

回

バ

イ

パ

ス

の

実

現

を

促

こ

の

改

革

に

よ

り

、

用

地
開
発
課
一

刊
一
山
は
け
ば
十
刊
日
清
川
1
1
M
t
淀
川
は
け
は
い
山
口
し

えつ

ノてイパス建設を専任

早期実現目指す

て
い
る
、
市
民
待
望
の

「
上
田
市
自
然

運
動
公
園
」
は
、
第
一
期
工
事
の
四
つ

る
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
ー
ル
は
、
既
に
そ
の

全
容
を
現
わ
し
、
現
在
、
ム
口
の
塗
装
な

共
同
事
業
資
金
を
新
設

各
融
資
制
度
も
増
額

中
小
企
業
融
資
の
充
実
図
る

市
は
、
現
在
の
不
況
下
で
資
金
繰
り

に
苦
し
む
、
中
小
零
細
企
業
者
の
皆
き

ん
に
役
立
て
て
い
た
だ
こ
う
と
、
現
在

あ
る
八
種
類
の
融
資
制
度
の
貸
付
限
度

額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
五
十
万
円
か
ら
三
百

万
円
引
き
上
げ
、
ま
た
、
設
備
資
金
、

公
共
事
業
資
金
の
貸
付
期
間
を
、
そ
れ

ぞ
れ
十
二
か
月
と
二
十
四
か
月
延
長
す

る
な
ど
利
用
し
や
す
く
す
る
と
と
も
に

共
同
事
業
資
金
を
新
設
し
て
、
共
同
庖

舗
づ
く
り
や
共
同
仕
入
れ
、
駐
車
場
整

備
な
ど
、
商
庖
街
の
振
興
組
合
や
中
小

企
業
協
同
組
合
な
ど
の
事
業
に
融
資
し

商
屈
の
近
代
化
、
共
同
化
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
よ
う
融
資
制
度
の
充
実
を
図

り
十
二
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

新
設
し
た
共
同
事
業
資
金
は
、
一
組

合
に
つ
き
三
千
万
円
を
限
度
と
し
て
、

返
済
期
間
八
十
四
か
月

(す
え
置
き
六

か
月
含
む
)
、
年
利
七

・
O
%
で
す
。

ま
た
、
既
設
八
種
類
の
融
資
制
度
に
つ

い
て
は
、
左
表
の
よ
う
に
改
正
し
ま
し

た
の
で
利
用
を
希
望
す
る
皆
さ
ん
は
、

次
に
よ
り
、
市
役
所
二
階
商
工
課
商
工

相
談
所
、
塩
田
支
所
内
塩
田
商
工
会
、

川
西
支
所
内
川
西
商
工
会
ま
で
お
で
か

融資区分 種.m 貸付限度 貸付率 金利(年) 日生資期間1

i'ilP転資金 (325m0万万円問) 77255% % 2142かか月月以以内内

中小企業倣資 安定資金 (43∞∞万万円円) 7.5 % 

3ω 月ii以内il 
設備資金 (74∞∞万万円円) 8以0%内 7.5 % (7602カか・

小事規業模資企業金重喜怒 (32l∞∞企万万業円円に以以つ内内き) 6.75% 36か月以内

独立開業融資 書転設響 (21∞50万万円円) 7.5 % 60か月以内

公害防止融資 公設備害防資止金 (ω5∞o万万円円) 8以0%内 5.5 % 84か月以内

設備資金 (74∞∞万万円円) 8以0%内 5.5 % (8640かか月月以以内内)

公共"主業融資

会問守 1，∞0万円 5.5 % 60か月以内

共信]'j~業資金童福縫 3，∞o万円 7.0 % 84か月以内

上田市中小企業融資一覧表

y

カ
ー
な
ど
が
楽
し
め
る
運
動
広
場
、

休
力
づ
く
り
に
利
用
で
き
る
冒
険
の
森

け
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
方
法
・
期
日
〉

商
工
諜
商
工
相
談
所
、
塩
悶
商
工
会

川
西
商
工
会
に
あ
る
、
申
込
用
紙

へ
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
毎
月
五
日
ま
て

に
同
相
談
所
か
同
商
工
会

へ
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

〈
貸
付
期
日
〉

毎
月
行
わ
れ
る
「
融
資
あ

っ
せ
ん
委

員
会
」
で
、
貸
付
が
決
ま
る
と
二
十
日

ご
ろ
ま
で
に
各
企
業
者
あ
て
通
知
し
ま

す
。〈お

問
合
せ
〉

商
工
課
商
工
相
談
所

(
宮
@
四

一
O

O
内
線
三

O
四
)
忠
田
商
工
会

(
宮

@

三
六
一

O
)
川
西
商
工
会

(
宮
@
二
O

三
三

)

( )内は改正前の数字てす。

一
年
末
年
始
の

…

一

贈

り

物

に

一

一

「タ
バ

コ」
を
ど
う
ぞ
…

…
年
末
年
始
め
贈
物
に
贈

っ
て
喜
ば
一

一
れ
る
「
タ
バ
コ
」
を
お
使
い
く
だ
さ
一

一
皆
さ
ん
が
お
買
い
に
な
る
タ
バ
コ
一

…
は
、
一
一
十
本
入
一
箱
で
、
一
一
十
四
円
一

一
二
十
六
銭
、
一
年
間
で
約
三
億

一
千
一

一
万
円
が
、
タ
バ
コ
消
費
税
と
し
て
市
一

一
の
収
入
に
な
り
、
明
る
く
豊
か
な
住
一

一
み
よ
い
街
づ
く
り
の
大
き
な
財
源
と
一

一
な

っ
て
い
ま
す
。

一
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お知もせカンを安値販売

⑧と表示
基準価格で

く 12月工7 日出~24日出〉

市
で
は
、
毎
年
実
地
し
て
好
評
を
得

て
い
る
「
ミ
カ
ン
の
安
値
販
売
」
を
、

十
二
月
十
七
日
出
か
ら
二
十
四
日
出
ま

で
、
青
果
商
組
合
の
こ
協
力
を
得
て
行

い
ま
す
。

今
年
は
「
広
品
」
「
大
分
」「
佐
賀
」

「
愛
媛
」
な
ど
、
各
産
地
の
ミ
・
刀
ン
に

えつ_~ 756号 (貯結語擁号)一一広報

、下、
え
に
か
か
る
料
金
は
、
使
用
者
負
飼
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
凍
結
に
よ
る
般
障

が
多
く
な
る
と
修
尽
に
伺
う
に
も
時
間

756号、

に

の

沿

し

.

購

盟

)

ま

一

ス

連

真

い

一

ピ

笛

写

て

一

工

鼓

(

け

…

た

ド

進

受

一

れ

ン

行

を

一

わ

パ

を

手

-

行

本

街

拍

一

ら

日

心

ら

・

か

全

中

か

一

日

い

が

民

円

い

ん

市

月

わ

さ

の

0

.

U
か

皆

道

た

一

一
定
の
基
準
価
格
を
設
け
て
取
り
扱
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

基
準
価
格

の
ミ
カ
ン
に
は
、
そ
の
容

器
へ
⑮
と
表
示
し
ま
す
の
で
、
こ
の
表

示
の
あ
る
ミ
カ
ン
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

ミ
カ
ン
の
市
場
価
格
は
、
毎
日
変
動

し
ま
す
の
で
、
価
格
を
一
定
に
保
ち
、

ミ
カ
ン
の
規
格
(
大
き
さ
)
な
ど
に
よ

り
価
格
に
あ

っ
た
ミ
カ
ン
を
販
売
し
ま

す。
基
準
価
格
の
決
定
に

つ
い
て
は
、
今

後
の
価
格
変
動
を
検
討
し
、
青
果
商
組

合
と
話
し
あ

っ
て
決
め
ま
す
が
、
取
り

扱
い
手
数
料
を

一
O
%
に
抑
、
え
て
い
た

だ
き
、
市
内
の
取
り
扱
い
庖
全
庖
が
同

一
価
格

で
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
決
定

し
た
基
準
価
格
に
つ
い
て
は
、
取
り
扱

い
期
間
中
、
庖
頭
ヘ
ポ
ス
タ
ー
で
表
示

す
る
と
と
も
に
、
有
線
放
送
、
広
報
卓

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
買
え
る
よ
う
配
慮
し
ま
す

わ
な
い
よ
、
7
調
節
し
て
く
だ
さ
い

。三つ

野
菜
、
鶏
卵
も

「
特
売
品
」
表
示
で
安
定
供
給

ロ
月
か
ら

2
月
ま
で
の
各
土
曜
日

市
は
、
青
果
商
組
合
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
冬
野
菜
の
安
値
販
売
を
十
二
月

か
ら
二
月
ま
で
毎
週
土
曜
日
行
い
ま
す
。

取
り
扱
う
野
菜
は
「
キ
ャ
ベ
ツ
」「ほ

う
れ
ん
草
」
「
白
菜
」
「
き
ゅ
う
り
」

「
鶏
卵
」
な
ど
比
較
的
消
費
量
の
大
き

な
品
目
、
十
品
を
基
準
ロ
聞
に
選
定
し
、

こ
の
中
か
ら
取
り
扱
い
屈
が
自
主
的
に

選
ん
だ
品
を
、
各
底
独
自
の
安
値
で
販

売
し
ま
す
。

取
り
扱
い
庖
の
対
象
口
聞
に
は

「
特
売

品
」
の
表
示
を
す
る
ほ
か
、
ミ
カ
ン
の

安
値
販
売
と
同
じ
く
協
力
庖
の
ポ
ス
タ

年
末
は
、
各
家
庭
や
事
業
所
な
ど
の

ト
イ
レ
の
く
み
取
り
が
集
中
し
、

受
け

入
れ
や
処
理
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
早
目
に
計

画
を
立
て
ら
れ
遅
く
と
も
十
二
月
二
十

日

ω頃
ま
で
に
、
く
み
取
り
業
者

へ
巾

込
み
、
二
十
九
日
附
ま
で
に
く
み
取
り

が
終
る
よ
う
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

し
以
処
舟
場
で
も
、

-
二
川
-
-
ト
'n

自
の
日
曜
日
は
、
平
山
市
ど
お
り
業
務
を

行
い
、
し
尿

の
徹
入
、
処
川
“
が
ス
ム

l

な
出
資
に
な
り
ま
す
の
で
噂
}
注
意
く
だ

さ」い。納
税
に
つ
い

て、

疑
問
や
事
仙

の
あ

ー
を
庖
頭
に
表
示
し
ま
す
。

こ
の
安
値
販
売
は
、
会
期
間
、
市
の
農

業
地
域
は
生
産
地
か
ら
消
費
地
に
変
わ

る
た
め
、
冬
野
菜
の
出
回
り
量
が
少
な

く
な
り
、
例
年
値
段
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
安
定
供
給
の
立
場
か
ら
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
冬
期
安
定
対
策
に
つ
い
て
、
苦

情
や
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
役

所
一
階
市
民
課
生
活
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

(
宮
@
四

一
O
O
内
線
二
七

六
有
線
②
O
七
O

こ

A
る
?ス

に
行
く
よ
う
配
胤
し
て
い
ま
す

ト
均
年
行

っ
て
い
る
年
末
の
特
別
ゴ
ミ

収
集
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
円
十
日
に

大
川
除
を
す
ま
せ
、
で
き
る
だ
け
定
期

収
集
日
の

卜
二
月
二
十
八
日
附
ま
で
に

だ
し
て
く
だ
さ
い

。

〈
十
二
月
二
十
九
日
附
〉

ト
小
山
町
日

の
収
集
地
医
を
行
い
ま
す
J

〈
十
二
月
三
十
日
幽〉

'AUKWH
の
収
集
地
以
し
を
行
い
ま
す
J

ゴ

i
は、

収
集
日

の
午
前
八
時
三
十

募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は
、
同
組
A
H
ま

で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
緑
が
丘
-
-
|

分
ま
で
に
、
収
集
場
所
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

新
年
の
ゴ
ミ
収
集
は
、
一
月
四
日
附

か
ら
平
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

清
掃
事
務
所
(
宮
@
O
六
六
六
有
線

②
八
二
三
七
)

機
』 道主

導fhZき7勝
手ら身要
介いざ
にまを

Zす
・3

寒
い
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
お
宅

の
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
の
凍
結
防
止
は

す
み
ま
し
た
か

・

次
の
こ
と
を
守
り
、
凍
結
を
未
然
に

防
き
ま
し
ょ
う
。

，

〈
水
道
管
の
保
温
〉

1
、
水
道
管
の
立
ち
上
が
り
箇
所
に
布

き
れ
、
わ
ら
、
ま
た
は
凍
結
防
止
帯

な
ど
を
巻
き
ま
し
ょ
う
。

2
、
毎
晩
、
就
寝
前
に
水
抜
き
栓
(
不

凍
栓
)
を
止
め
、
カ
ラ
ン

(
じ
ゃ
ぐ

ち
)
を
あ
け
て
、
立
ち
上
が
り
管
の

水
を
は
ら
い
ま
し
ょ
う
。

(
こ
の
時

カ
ラ
ン
に
ホ

l
ス
を
付
け
て
吹
く
と

効
果
が
あ
り
ま
す

)

〈メ

ー
タ
ー
の
保
温
〉

ビ
ニ

ー
ル
袋
に
布
き
れ
、
新
聞
紙
な

ど
を
入
れ
た
物
を
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス

の
中
に
入
れ
、
ボ

ノ
ク
ス
の
上
部
を
ダ

ノ
ボ

ー
ル
か
ム

ノ
ロ
な
ど
で
積
い
ま
し

ト
」
晶
、
寸
，メ
タ
ー
か
川
町
裂
す
る
と
、
取
り
u
H
H
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い
ま
す
。

今
年
は
「
広
仏
L

大
分
L

「
佐
賀
」

唱
愛
媛
」
な
ど
、

各
産
地

の
ミ
カ
ン
に

r
y
か
か
J
v
h
叶
全
は
.
使
用
者
負
拘
と

な
り
ま
す
E

ま
た
、

4
特
に
よ
る
故
防

力
多
く
な
る
と
修

mに
判
つ
に
も
叫
川

か
か
か
リ
ま
す
の
で
、
市
叩
結
防
止
に
こ

F
u
l
-
-
i

、

M

/
く
た
さ

し

po 
p
「

u
n
i
 
第川

刷

会

ト

イ

レ

の

凍

結

防

止

は

れ

混

司
4
舟
咽

山
聞
か
得
度
以
下
に
な
る
場
合
、
必
ず
少
u
M

m酬
の
水
を
流
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

白岡山
δ
細
川
神
作
家
曜
の
状
況
に
よ
り
、
日
中
の
混

一

?

っ
た
場
合
は
無
駄
な
水
を
使

ふ

l

水
洗
ト
イ
レ
も
凍
結
防
止

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
買
え
る
よ
う
配
慮
し
ま
す

わ

4
い
よ
う
調
節
し
て
く
だ
さ
い

税
金
は
納
期
内
に
納
め
よ
う

ロ
月
市
税
完
納
強
調
河
間

十
二
月
は
、
固
定
資
産
税
第
三
期
と

国
民
健
康
保
険
税
第
七
期
の
納
税
月
て

す
。
ま
た
、
納
期
を
忘
れ
た
り
、
い
ろ

い
ろ
の
都
合
で
納
め
て
い
る
い
税
金
を

納
め
て
い
た
だ
く
「
市
税
完
納
強
調
月

間
」
で
す
。

税
金
は
、
納
期
内
に
納
入
さ
れ
る
よ

う
こ
協
力
く
だ
さ
い
。
納
期
を
過
ぎ
る

と
、
延
滞
金
や
督
促
料
が
つ
き
よ
け
い

え

老人のための

明るいまちだより

つ一(5)ー一一一一昭和52年12月1日 広報

2 

老
人
を
い
た
わ
り
大
切
に
す
る
。

老
人
の
能
力
を
生
か
し
、
生
き
が
い
を
高
め
る
。

老
人
と
心
が
か
よ
う
ま
ち
づ
く
り
。

3 援護豪雨稲

こ
れ
か
ら
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
ま
す
。

寒
さ
に
負
け
な
い
体
を
つ
く
り
、
身
心

と
も
に
健
や
か
な
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ

、『ノ
。ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長

和

田

晋

(
推
進
協
議
会
委
員
)

し
尿
処
理
場
で
も
、
十
二
月
二

卜
五

日
の
日
時
日
は
平
常
と
お
リ
業
務
を

行
い
、
し
尿
の
搬
入
、
処
患
が
ス
ム
|

む
出
費
に
な
り
ま
す
の
で
ご
在
意
〈
だ

主、い。納
税
に
つ
い
て
、
疑
問
や
事
仙
の
あ

る
方
は
、
市
役
所
一
階
収
校
謀
へ
法
服

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(
窓
口
四
呑

E
@
四
一

O
O
内
線
二
四
一
二
、
二
四
四

有
線
②

O
六
九

二

上
岡
市
外
八
か
町
村
病
院
組
合
で
は

看
護
婦
と
ボ
イ
ラ
ー
マ
ン
を
次
に
よ
り

みごとな作品が展示された

第17回老人作品展

〈
コ
タ
ツ
の
火
災
に
注
意
し
よ
う
〉

コ
タ
ツ
の
灰
を
時
々
と
り
、
電
気
ご
タ
ツ

の

点
検
、
挫
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

〈各
地
の
行
事
〉

マ
上
田
市
公
民
館

1
「
老
後
の
生
が
い

」
教
養

講

座

(

三

日

東

部

、

四

日

中

央

、

十

一

日

南

部
)

マ
城
南
公
民
館

1
「
郷
土
の
民
話
」
地
区
別
講

座
。

マ
上
野
が
丘
公
民
館
H
H

「
上
田
盆
地
の
民
話
講

座

」

(

七

日

豊

殿

、

十

日

神

科

)

マ
塩
田
公
民
館

1
地
区
別
教
養
講
座
(
八
木
沢

西
前
山
、
保
野
)

マ
川
西
公
民
館

1
版
画
と
キ
リ
絵
で
年
賀
状
づ

く
り
(
四
日
)
。

ワ
ラ
細
工
、
映
画
観
賞
な

ど
地
区
別
教
養
講
座
。

〈
十
二
月
三
十
日
働
〉

今一山
m
H
の
収
集
地
区
を
行
い
ま
す

ゴ
ミ
は
、
収
集
日
の
午
前
八
時
三
十

募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は
、
同
組
合
ま

で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
緑
が
丘
一
-
|

二
七
|
七
)

〈
資
格
・
人
員
〉

看
護
婦

1
看
護
婦
の
資
格
の
あ
る
人

で
四
十
五
歳
ま
で
の
人
一
名
。

ボ
イ
ラ
ー
マ
ン

1
ボ
イ
ラ
ー
講
習
修

了
証
書
を
お
持
ち
の
人
で
四
十
五
歳
ま

で

の

人

一

名

。

〈必
要
書
類
〉

隠
歴
書
、
資
格
証
明
書
。

〈申
込
期
限
・
お
問
合
せ
〉

十
二
月
二
十
日
附
ま
で
に
上
田
市
外

八
か
町
村
病
院
組
合
へ
申
込
ん
で
く
だ

さ

い

(
宮

@
O五
六
七
)

年
賀
状
は
、
十
二
月
十
五
日
附
か
ら

受
付
ま
す
の
で
、
住
所
録
の
盤
理
、
年

賀
状
の
印
刷
な
ど
を
早
め
に
す
ま
せ
、

遅
く
と
も
十
二
月
二
十
日

ωま
で
に
郵

便
局
へ
出
し
て
く
だ
さ
い

。

住
所
は
、
は
っ
き
り
正
確
に
「

O
O

荘
」
「
ム
ム
機
方
」
ま
で
書
い
て
く
だ

さ
い

。
団
地
あ
て
は
「
棟
」
「
室
」
番

号
も
忘
れ
ず
に
。
新
住
居
表
示
制
度
実

施
地
域
あ
て
は
、
必
ず
「
新
町
名
」
で

お
願
い
し
ま
す
。

年
賀
状
を
出
す
場
合
は
、
市
内
、
県

内
、
県
外
な
ど
方
面
別
に
分
け
て
た
ぱ

ね
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。(
上
回
郵
便
局
)

ン
ボ
ー
ル
か

ム
シ

ロ
な
ど
で
積
い
ま
し

ト
争
、
「
J

。
メ
ー
タ
ー
か
破
裂
す
る
と
、
取
り
鈴

一

)

引

ぽ

十
¥
ん
ル
ー
ん
，
ば
ん
げ

十

一

も

も

せ

白

ι
町、

ト

/
ま
ま

ま一

/
L

Z

R

一

/

み

j
+ノ
み

AF
+ノ
'

-

司

〆

よ
ta

-

¥

い

い

て

い

¥

↓

一

は

は

っ

/

#

/

て

て

と

/

ト

J

つ
め
け

J

↑(匂て

↓
公
職
の
候
補
者
な
ど
は
、
選
挙
に
↓

↓
関
す
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
選
挙
区
↓

一
内
に
あ
る
人
に
対
し
て
寄
付
を
す
る
一

↑
こ
と
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
候
↑

ト
補
者
な
ど
と
は
、
候
補
者
と
こ
れ
か
ト

十
ら
立
候
補
し
よ
う
と
す
る
意
志
を
有
十

+
す
る
入
、
本
人
の
行
動
な
ど
か
ら
見
十

骨
て
、
立
候
補
の
意
志
を
有
す
る
人
と
4

4

認
め
ら
れ
る
人
、
す
で
に
公
職
に
あ
↓

↓
る
人
な
ど
を
い
い
ま
す
。

↓

-

〈
禁

止

の

例

〉

-

」
お
歳
暮
、
入
学
祝
、
結
婚
祝
、
出
産
」

祝
、
お
年
玉
、
お
祭
り
、
な
ど
の
寄
ト

付
、
鰻
別
、
供
花
、
香
典
、
酒
食
の
↑

提
供
、
正
月
な
ど
自
宅
に
来
た
人
に
↑

酒
食
を
供
す
る
。
給
与
の
返
上
、
妻
J
T

や
家
族
名
儀
の
寄
付
や
匿
名
の
寄
付
4

な
ど
、
こ
の
外
多
数
の
例
が
あ
り
ま
↓

何
人
も
政
治
家
や
候
補
者
な
ど
、
一

ま
た
、
選
挙
区
内
に
あ
る
人
に
対
し
」

て
寄
付
を
勧
誘
し
、
ま
た
は
要
求
し

‘ 
←一世ーヤド事'併告併ー併祖母'併'併
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会
田
源
作
さ
ん

勲
三
等
旭
日
中
綬
章

植
松
博
一
郎
さ
ん

‘ぇ、っ∞
報広臥

切
出

版
慨
一
一

叩
誠
鞭
戸
十
±
一
五月E
言

「£文
化
の
臼
P」
に
、

抑
刊
ヰ
元
信
州
大
学
教
授
、
会
田
源
作
さ
ん

ほ
ア
「
勲
三
等
旭
日
中
綬
章
」
。
弁
護

一
回

士
、
植
松
博
一
郎
さ
ん
が
「
勲
四
等

一
日
瑞
宝
章
」
。
写
真
家
、
柴
崎
英
夫
(
高

一
喧
陽
)
さ
ん
と
元
警
視
正
、
山
本
喜
代

ト
戸
松
さ
ん
が
「
勲
五
等
瑞
宝
章
」
。
建

6

叫
築
大
工
、
山
口
寿
美
雄
さ
ん
が
「
勲

月

一一
六
等
瑞
宝
章
」
。
元
長
野
県
答
部
補

A
d
八
回
盟
古
田
さ
ん
が
「
煎
七
等
瑞
宝
章
」

勲

四

等

瑞

宝

章

柴
崎
英
夫
さ
ん

勲

五

等

瑞

宝

章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

会
田
さ
ん
(
七
十
歳
、
大
字
上
野

九
九
1

九
)
は
、

昭
和
十
六
年
上
回

蚕
糸
専
門
学

校

(
現
信
州
大
学
繊
維

学
部
)
へ

助
教
授
と
し
て
就
任
以
来

信
州
大
学
教
授
と
し
て
、

昭
和
四
十

七
年
退
任
さ
れ
る
ま
で
、
繊
維
化
学

こ
と
に
絹
繊
維
の
染
色
加
工
学
の
研

究
と
学
界
の
発
展
な
ど
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
る
と
と
も
に
、
退
任
後
も

長
野
女
子
短
期
大
学
教
授
と
し
て
、

地
域
社
会

の
教
育
、
文
化
の
向
上
に

尽
き
れ
ま
し
た
。

植
松
き
ん
(
七
十
四
歳
、
中
央
西

一一
l
I

一
O
l
七
)
は
、

昭
和
八
年
上

回
市
に
法
律
事
務
所
を
開
設
し
て
以

来
、
東
信
地
方
の
刑
事
、
民
事
、
家

事
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
の
弁
護
に

努
力
さ
れ
る
一
方
、
長
野
県
弁
護
士

会
長
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
理
事
と

し
て
、
弁
護
士
会
の
発
展
に
多
大
の

貢
献
を
さ
れ
る
と
と
も
に
、
上
田
市

議
会
議
長
、
長
野
県
公
害
審
査
会
会

長
、
上
回
市
法
律
相
談
員
な
ど
を
歴

山
本
喜
代
松
さ
ん

熱

五

等

瑞

宝

章

任
、
地
域
社
会
の
発
展
に
尽
き
れ
ま

し
た
。柴
崎
さ
ん
(
七
十
四
歳
、
中
央
二

|
二
四

l
一
五

)
は
、
ほ
と
ん
ど
独

学
で
写
真
技
術
の
向
上
に
と
り
く
み

大
正
十
五
年
、
プ
ロ
写
真
家
と
な

っ

て
以
来
、
信
州
の
山
岳
、
ス
キ
|
、

祭
り
な
ど
自
然
を
題
材
と
し
て
幾
多

の
国
際
的
写
真
展
に
入
選
、
日
本
写

真
技
術
の
水
準
の
高
さ
を
世
界
に
示

す
と
と
も
に
、
日
本
写
真
協
会
理
事

な
ど
の
要
職
に
あ
っ
て
国
内
写
真
技

術
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、

ま
た
、
地
方
に
あ
っ
て
も
上
回
写
真

ク
ラ
ブ
の
創
立
を
は
じ
め
、
上
田
市

公
民
館
主
ど
が
聞
く
写
真
教
室
で
、

講
師
を
担
当
さ
れ
る
な
ど
、
幅
広
い

写
真
技
術
の
普
及
に
尽
き
れ
ま
し
た
。

山
本
さ
ん

(
七
十
一
歳
、
緑
が
丘

一ー
i
九
|
六
)
は
、
昭
和
四
年
答
視

庁
巡
査
と
し
て
就
職
以
米
、
箸
視
正

と
し
て
昭
和
三
卜
六
年
退
職
さ
れ
る

ま
で
、
戦
中
、
戦
後
の
荒
廃
し
た
社

会
の
中
で
発
生
し
た
犯
罪
俊
査
に
日

山
口
寿
美
雄
さ
ん

勲

六

等

瑞

宝

章

夜
努
力
さ
れ
、
治
安
維
持
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
る
と
と
も
に
、
長
野
県

答
察
に
勤
務
さ
れ
た
際
も
、
第
一
線

の
答
察
署
の
最
高
責
任
者
と
し
て
地

域
社
会
の
安
全
確
保
に
尽
き
れ
ま
し

た。
山
口

さ
ん
(
七
十
歳
、
中
央
二
|

一
八

l
二
)
は
、
昭
和
六
年
上
田
市
に

山
口
工
務
庖
を
開
設
し
て
以
来
、
上

回
技
能
者
養
成
協
会
の
創
設
に
参
画

大
工
の
養
成
、
技
術
向
上
な
ど
業
界

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
る
と

と
も
に
、
上
回
大
工
組
合
組
合
長
、

長
野
県
建
築
士
会
評
議
員
、
向
上
小

支
部
思
事
と
し
て
、
同
業
者
の
生
活

安
定
、
後
継
者
の
養
成
に
尽
き
れ
ま

し
た
。八
回
さ
ん
(
六
十
五
歳
、
緑
が
丘

一一
l
l
四
|
二

O
)
は
、
昭
和
七
年
長

野
県
巡
査
と
し
て
就
職
以
来
、
長
野

県
瞥
部
補
と
し
て
、
昭
和
四
十
二
年

退
職
さ
れ
る
ま
て
、
強
、
次
皿
、
窃
次
皿
、

な
ど
犯
人
の
検
挙
な
ど
治
安
維
持
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
る
と
と
も
に
、

薬品など

てよく訓

法を消防

的に参加

"" 

八
回
豊
吉
さ
ん

勲

七

等

瑞

宝

章

防
犯
、
交
通
安
全
活
動
な
ど
地
域
社

会
の
安
全
確
保
に
尽
き
れ
ま
し
た
。

灯油プロパン情報協力唐価格
(12月5日以降)

ロロロ 名 単 イ立 安 値 高 値

庖頭 630 円円 684 円円
(648jIJ) (684jIJ) 

18 t 
666 阿円 730 円円

士丁 油 配達 (675jIJ) (730jIJ ) 

200 t 配達 7，200 円円 7，600 円円
(7，200jIJ) (7，600jIJ) 

iプロパン 5 m' 1，700 円円 i| l ， 7 5 0 円円
(1， 700jIJ) i (1， 750jIJ ) 

阪吋耐f昔lこ'9iJ肋・あった場合は、広報「うえた」でお知らせします。
、I内I;t月前の価絡て寸ー。

日
赤
創
立
百
周
年
記
念

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
発
表
展

マ

と

き

1
十
二
月
ト
五
日
同

i
二
十

日

ωま
で
、
午
前
十
時

1
午
後
人
時

マ
と
こ
ろ

1
上
倒
尚
武
三
階
阿
武
ギ
ヤ

ラ
リ

l
。

算老齢年

金、寡

ないで受

で受けら

分)の保

までに納
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老人福祉センターに

作業棟 r::と可

フE 成

市老人福祉センターに、お年寄りがまちわびていた

if'乍業棟」が完成。 11月13日同センターの文化祭と合

わせて完成式が行われました。この作業棟は、同セン

ターを利用するお年寄 りが増えクラブ活動などの場所

が不足したため市カ、1100万円を費して建設したもので

す。これてい、ゆっくりクラブ活動や講習会が行えると

利用者はよろこんでいました。(写真下)

市職員へお くりもの

歓喜園、芙容保育園などの園児

23日の勤労感謝の日の前日、市内私立の歓喜園、芙

容保育園などの園児が、清掃事務所や、市役所を訪れ

「毎日のおしことごくろうさまです。こ れからも元気

でがんばってくださしりと あいさつ、花や、文化勲章

をまねた首かけ、マツボックリを利用した民芸品など

をプレゼント、市の職員はニコニコしとよがらプレセ、ン

トを受けていました。(写真布 清帰事務所で)

着飾った親子づれで

市内の神社にぎわう(七五三)

七五三に二日早い11月13日の日曜日、着飾っ

た親子つ.tLが、子供の幸わせを願い、お参 1)に

訪れる市内の神社は大にぎわい。ノj、春びよりの

一目、記念写真を撮ったり、福アメを求めたり

ほほえましい風景カ、あちこちで見られました。

(写真上)

グラッと きたら・・・
地震への備えを万全にしよう

⑨ 

-⑦木材、油、プロパン方、ス、都市カヌ、化学薬品など

の消火方法を消防署の指導を受けるなどしてよく訓

市素しておきましょう。

:Eo消防署が行う消火訓練や防火訓練には積極的に参加

. しましょう。

⑨隣近所の人ヵ、いっしょになって消火する方法を消防

署の指導を受けて訓練しておきましょう 。
消火の知識、技術の習得

消火用水や消火器が用意してあっても、出火したと

き、すばやく効果的に消火できなければなりません。

実際に出火した場合うまく消火できるよう次のことに

注意するとともに、消火訓練に積極的に参加しましょ

っ。
(1)消火についての知識
⑦木材、布、紙などの火災は、水でじゅうぶん効果か‘

ありますが、これらに適する消火器があれば最適で

す。

@油、化学薬品などの火災は、水では消えにくいので

これらにあった消火器や防火砂を使いましょう。初

期の場合は、ふとんなどで火元を覆って、 水をかけ

て消す方法も効果があります。

。水て、消しにくいものを取り扱っているときは、ふだ

んからその性質と消火方法を研究しておきましょう 。

(2)消火訓練

ー川・山山・・・・・・山川・曲川・H・・・・・・山山."，・・ ・，......__....，..川-_."山..，，--山川山，_

な
ど
治
安
維
持
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
る
と
と
も
に
、あなたの国民年金

その④

~年金受給のお知 らせ~

マ
フと

|ろ

。 11
上
回

西 l
武

F皆
同
止に
キ
ヤ l

今月は、保険料を納めていただいている通算老齢年

金、障害年金、母子年金、準母子年金、遺児年金、寡

婦年金ヵ、受けられます。また、保険料を納めないで受

ける福祉年金は、 12日かりぞれぞれの郵便局て'豆'けら
れます。

今月は、 52年度第三期分 (10月分から12月分)の保

険料の納入月です。納め忘れのないよう期限ま でに納

めましょう。
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iの落 さ結身カ落農記こも
』 公解最れ婚分、の業さのこ
目 開放近ま 、の庭場、れ 戸の
目 を問、し就わ掃合商て籍戸i禁盟こだ職かきに業いに籍
川 止はの 。の る、はとまはに
目 す、こ 際も雑、いし、名iる全と なの業旧うた身前
川 運国を どがなエも 。分を

1動的重 の多どタの士とつ
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出 す壬視 思IJ 、と元すと業ね
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畑東八院手西要 保保院下柳下五小中浦下浦下『すでに史てよ 。れよめて
前木 前神 之小井吉室室 H 。きよ上なったいはい
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『 とて物す作 のう政る
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史歴の落
w
h
u
r
 

立
口
特
に
部
落
の
人
々
の
産
業
は
、
も
と

も
と
資
本
が
な
い
の
で
す
か
ら
、
ま
す

ま
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